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カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
一
九
九
一
年
の
建

国
以
降
、
三
〇
〇
万
を
超
え
る
と
も
い

わ
れ
る
在
外
カ
ザ
フ
人
（
現
在
の
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
共
和
国
の
領
域
外
に
住
む
民

族
的
カ
ザ
フ
人
⑴

）
に
、
父ふ

祖そ

の
地
へ

の
「
帰
国
」
を
呼
び
か
け
て
き
た
。
こ

れ
に
応
え
て
、
い
ま
ま
で
に
九
〇
万
人

近
い
人
々
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
移
住
し

て
い
る
。
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
希
望
を

抱
い
て
祖
国
に
や
っ
て
き
た
の
か
。
そ

し
て
現
在
、
い
か
な
る
現
実
に
直
面
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

●
在
外
カ
ザ
フ
人
呼
び
寄
せ
政
策

　

一
九
九
一
年
一
二
月
、
ソ
連
か
ら
独

立
し
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
カ
ザ
フ
人

の
民
族
自
決
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
世

界
唯
一
の
カ
ザ
フ
人
国
家
と
し
て
、
移

住
を
希
望
す
る
国
外
の
同
胞
を
受
け
入

れ
て
き
た
。
諸
外
国
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
に
移
り
住
ん
で
き
た
カ
ザ
フ
人
は

「
帰
還
民
」（o

ralm
an

）
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
こ
の
呼
称
に
は
、
在
外
カ
ザ
フ

人
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
の
移
住
は
単
な

る
移
住
で
は
な
く
、
父
祖
の
地
に
戻
る

こ
と
な
の
だ
、
と
い
う
見
方
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
一
九
世
紀
な
か
ば

ま
で
に
ロ
シ
ア
帝
国
に
併
合
さ
れ
た

が
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻
と
支
配
に
抵
抗
す

る
反
乱
が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
住
民

の
一
部
が
難
民
化
し
た
。
さ
ら
に
、
ロ

シ
ア
革
命
と
そ
れ
に
続
く
内
戦
、
お
よ

び
ソ
ビ
エ
ト
政
権
樹
立
後
も
、
多
く
の

人
々
が
周
辺
諸
国
に
逃
れ
た
。
な
か
で

も
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
カ
ザ
フ
遊
牧

民
の
強
制
的
定
住
化
・
集
団
化
と
、
そ

れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
深
刻
な

飢
餓
に
よ
り
、
当
時
の
カ
ザ
フ
人
の
お

よ
そ
四
割
が
死
亡
、
生
存
者
の
約
半
数

が
周
辺
の
共
和
国
や
ソ
連
国
外
に
逃
れ

た
と
の
推
計
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
か
つ
て
の
難
民
は
必
ず
し

も
現
在
の
在
外
カ
ザ
フ
人
と
は
一
致
し

な
い
。
在
外
カ
ザ
フ
人
の
な
か
に
は
、

先
祖
代
々
そ
の
土
地
に
住
み
続
け
て
き

た
人
た
ち
も
い
る
か
ら
だ
。
他
方
、
政

治
的
混
乱
や
戦
火
、
飢
餓
な
ど
で
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
々
の
な
か
に
は
、
カ
ザ
フ
人

以
外
の
民
族
の
出
身
者
も
い
る
。

　

独
立
後
ま
も
な
く
採
択
さ
れ
た
一
九

九
二
年
移
民
法
は
、
外
国
に
移
住
し
た

か
つ
て
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
市
民
⑵

に
帰

国
の
権
利
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
一
九

九
三
年
憲
法
も
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

「
領
土
を
去
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
す
べ
て
の
共
和
国
市
民
、
お
よ
び
他

の
国
々
に
居
住
す
る
カ
ザ
フ
人
」
に
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
籍
を
取
得
す
る
権
利

を
付
与
し
て
い
た
（
第
四
条
）⑶
。
す
な

わ
ち
在
外
カ
ザ
フ
人
だ
け
で
な
く
、
以

前
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
住
ん
で
い
た
ソ
連

国
民
は
み
な
、
そ
の
民
族
的
帰
属
に
か

か
わ
ら
ず
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
民
に
な
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

現
行
の
一
九
九
五
年
憲
法
に
は
、
在

外
カ
ザ
フ
人
や
旧
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
市
民

へ
の
国
籍
付
与
に
関
す
る
規
定
は
な

い
。
他
方
、
一
九
九
七
年
移
民
法
は
、

国
家
が
そ
の
定
住
を
支
援
す
る
「
帰
還

民
」
を
、
か
つ
て
祖
国
か
ら
追
放
さ
れ

国
籍
を
奪
わ
れ
、
自
由
意
思
で
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
に
戻
っ
て
く
る
民
族
的
カ
ザ
フ

人
、
と
定
め
て
い
る
（
第
一
条
）。
そ

の
後
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
七
日
の
移

民
法
改
正
に
よ
り
、「
帰
還
民
」
は
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
独
立
時
に
そ
の
領
域
外
に

定
住
し
て
い
た
外
国
籍
な
い
し
は
無
国

籍
の
カ
ザ
フ
人
で
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に

移
住
し
た
人
々
と
さ
れ
、
祖
国
か
ら
の

追
放
と
国
籍
剥
奪
に
関
す
る
文
言
は
削

除
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
こ
れ
ら
の
変
更
は
移
民
政
策

の
方
針
転
換
で
は
な
く
、
法
律
を
実
態

に
よ
り
近
づ
け
た
結
果
だ
と
解
釈
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
当
初
か
ら
、
呼
び
寄
せ

の
対
象
と
し
て
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た

の
は
旧
住
民
と
い
う
よ
り
は
カ
ザ
フ
人

で
あ
っ
た
。
ま
た
「
帰
還
民
」
の
法
的

地
位
を
付
与
す
る
に
あ
た
っ
て
、
移
民

本
人
あ
る
い
は
そ
の
直
系
尊
属
が
、
か

つ
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
住
ん
で
い
た
か

否
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

父
祖
の
地
を
目
指
し
て

― 
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
「
帰
還
」
す
る
在
外
カ
ザ
フ
人 

―

岡
　
奈
津
子
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み
ら
れ
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

表
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
一
一

年
第
3
四
半
期
ま
で
の
カ
ザ
フ
人
移
民

の
数
を
出
身
国
別
に
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
総
人
口
は
一
六

六
七
万
人
（
二
〇
一
二
年
初
）
で
あ
る

か
ら
、
仮
に
こ
れ
ら
の
移
民
（
八
六
万

人
）
が
す
べ
て
定
住
し
た
と
仮
定
す
る

と
、
住
民
の
お
よ
そ
五
％
を
占
め
る
こ

と
に
な
る
⑷

。
カ
ザ
フ
人
に
限
れ
ば
人

口
の
約
八
％
が
国
外
か
ら
の
移
民
で
あ

る
。
な
お
、
国
籍
を
取
得
し
た
移
民

（
全
体
の
八
八
％
）
は
「
帰
還
民
」
の

法
的
地
位
を
失
う
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
報
道
や
日
常
会
話
で
は
、
法
的
に
は

「
帰
還
民
」
で
は
な
く
な
っ
た
外
国
出

身
者
で
あ
っ
て
も
、
し
ば
し
ば
「
帰
還

民
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
「
帰
還
民
」
と
い
え
ば
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
来

た
カ
ザ
フ
人
を
指
す
こ
と
が
多
か
っ
た

が
（
参
考
文
献
②
）、
そ
の
後
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
と
中
国
か
ら
の
移
民
が
増
大

し
、
総
数
で
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
一
国

で
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
る
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
法
律
は
、
政
府
が

こ
れ
ら
の
カ
ザ
フ
人
移
民
に
国
籍
を
付

与
し
、
語
学
研
修
や
職
業
訓
練
な
ど

様
々
な
援
助
を
提
供
す
る
よ
う
定
め
て

い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
移
住
費
用
の

補
償
や
住
宅
購
入
資
金
の
供
与
を
受
け

ら
れ
る
世
帯
数
が
毎
年
設
定
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
枠
が
「
ク
ォ
ー
タ
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
原
則
と

し
て
、
カ
ザ
フ
人
で
あ
れ
ば
移
住
希
望

者
全
員
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
こ
の

ク
ォ
ー
タ
制
の
内
容
を
み
る
と
、
移
民

の
属
性
に
よ
っ
て
優
先
順
位
が
つ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

カ
ザ
フ
人
移
民
向
け
の
ク
ォ
ー
タ
制

が
導
入
さ
れ
た
の
は
一
九
九
三
年
で
あ

る
。
当
初
は
一
万
世
帯
分
の
枠
が
用
意

さ
れ
た
が
、
そ
の
数
は
毎
年
削
減
さ

れ
、
一
九
九
九
年
お
よ
び
二
〇
〇
〇
年

に
は
わ
ず
か
五
〇
〇
世
帯
に
ま
で
縮
小

し
た
。
そ
の
後
、
お
そ
ら
く
は
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
の
経
済
成
長
を
受
け
て
枠
は
拡

大
さ
れ
、
後
述
す
る
よ
う
に
住
宅
援
助

の
方
針
変
更
も
あ
り
、
二
〇
〇
四
年
以

降
は
一
万
〜
二
万
世
帯
で
推
移
し
て
い

る
。

　

ク
ォ
ー
タ
制
に
質
的
な
転
換
を
も
た

ら
し
た
の
は
二
〇
〇
七
年
七
月
六
日
の

移
民
法
改
正
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

「
帰
還
民
」
の
う
ち
誰
を
ク
ォ
ー
タ
に

含
め
る
か
は
「
基
準
を
考
慮
し
て
」
決

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
（
第

一
四
条
二
項
）。
こ
の
時
点
で
は
、
移

民
法
は
「
基
準
」
の
具
体
的
内
容
を
示

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
改
正
を
受

け
て
翌
二
〇
〇
八
年
か
ら
、
高
学
歴
者

と
子
供
の
数
が
多
い
世
帯
が
ク
ォ
ー
タ

の
配
分
に
お
い
て
優
先
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

移
民
の
「
質
」
を
重
視
す
る
傾
向

は
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た

移
民
法
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
る
。
こ

の
新
移
民
法
は
ク
ォ
ー
タ
の
配
分
に
お

い
て
、
上
か
ら
順
に
①
特
定
の
専
門
分

野
の
学
歴
、
技
能
お
よ
び
経
験
を
有
す

る
こ
と
②
子
供
の
多
い
世
帯
③
高
等
教

育
機
関
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
成
人
の

若
者
④
不
安
定
な
政
治
・
社
会
経
済
状

況
下
に
あ
る
国
の
出
身
者
、
が
優
先
さ

れ
る
と
定
め
て
い
る
（
第
二
〇
条
四

項
）。
②
お
よ
び
④
は
人
道
的
観
点
に

立
っ
た
も
の
だ
が
、
専
門
教
育
や
技
能

が
ト
ッ
プ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
二
〇
一
一
年
移
民
法
は
、
移
民

の
労
働
力
と
し
て
の
価
値
に
重
き
を
置

く
傾
向
を
追
認
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
二
〇
〇
九
〜
一
一
年
の

ク
ォ
ー
タ
は
二
万
世
帯
に
設
定
さ
れ
て

い
た
が
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
二
日

付
の
政
令
で
翌
年
以
降
の
分
は
一
万
世

帯
に
減
ら
さ
れ
た
。
さ
ら
に
翌
二
〇
一

二
年
四
月
、
政
府
は
二
〇
一
二
年
度
分

の
ク
ォ
ー
タ
の
配
分
停
止
を
決
定
し

た
。
こ
の
措
置
は
「
別
の
指
令
が
あ
る

ま
で
」
と
さ
れ
、
ク
ォ
ー
タ
の
完
全
廃

止
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ

の
後
、
制
度
変
更
に
向
け
た
道
筋
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

●
移
民
の
厳
し
い
生
活

　

こ
の
よ
う
な
ク
ォ
ー
タ
の
縮
小
、
ひ

い
て
は
停
止
の
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
の
が
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
発

生
し
た
ジ
ャ
ナ
オ
ゼ
ン
事
件
で
あ
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
独
立
記
念
日
の
一
二
月

一
六
日
、
西
部
に
あ
る
マ
ン
グ
ス
タ
ウ

州
ジ
ャ
ナ
オ
ゼ
ン
市
の
中
心
部
で
、
祝

典
の
最
中
に
石
油
労
働
者
と
警
察
が
衝

突
、
治
安
当
局
の
武
力
行
使
な
ど
に
よ

り
公
式
発
表
で
一
五
人
が
死
亡
、
数
十

人
の
負
傷
者
を
出
す
事
態
と
な
っ
た
。

　

事
件
に
先
立
つ
数
カ
月
間
、
カ
ス
ピ

海
に
接
す
る
西
部
地
域
で
は
賃
上
げ
や

待
遇
改
善
を
求
め
て
石
油
労
働
者
が
デ

モ
を
続
け
て
い
た
が
、
二
〇
一
一
年
九

月
、
サ
ム
ル
ク
・
カ
ズ
ナ
基
金
の
ク
リ

バ
エ
フ
総
裁
（
当
時
）
が
、
デ
モ
の
首

表　�カザフスタンに移住したカザフ人移民
（1991 〜 2011 年 10 月 1日）
出身国 人 全体に占める割合（％）

ウズベキスタン 519,734 60.4
モンゴル 113,705 13.2
中国 90,881 10.6
トルクメニスタン 64,862 7.5
ロシア 36,357 4.2
タジキスタン 11,684 1.4
キルギス共和国 9,248 1.1
イラン 5,985 0.7
トルコ 3,511 0.4
その他 4,483 0.5
全体 860,450 100.0

（出所）参考文献③
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謀
者
は
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
ト
ル
ク
メ

ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
カ
ザ
フ
人
移
民
だ
と

公
言
し
物
議
を
か
も
し
た
。
デ
モ
に
移

民
が
加
わ
っ
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
ろ

う
が
、
彼
ら
の
役
割
を
過
大
評
価
す
る

ク
リ
バ
エ
フ
の
発
言
は
、
デ
モ
参
加
者

と
移
民
、
双
方
か
ら
非
難
を
浴
び
た
。

な
お
サ
ム
ル
ク
・
カ
ズ
ナ
基
金
は
、
労

働
争
議
を
抱
え
て
い
た
三
社
の
う
ち
、

二
社
の
主
要
株
主
（
国
有
石
油
ガ
ス
会

社
カ
ズ
ム
ナ
イ
ガ
ス
）
の
株
を
独
占
的

に
所
有
す
る
利
害
関
係
者
で
あ
る
。

　

他
方
ク
リ
バ
エ
フ
は
、
ジ
ャ
ナ
オ
ゼ

ン
に
は
大
量
の
移
民
を
受
け
入
れ
る
だ

け
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
な
い
の
だ
か

ら
、
移
住
を
制
限
す
べ
き
だ
っ
た
、
と

も
コ
メ
ン
ト
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
実
際
に
、
マ
ン
グ
ス
タ
ウ
州
は
住

民
に
占
め
る
カ
ザ
フ
人
移
民
の
割
合
が

最
も
高
く
、
公
式
統
計
に
よ
れ
ば
人
口

の
二
割
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
。
事
件

後
、
政
府
は
今
後
ジ
ャ
ナ
オ
ゼ
ン
へ
カ

ザ
フ
人
移
民
を
定
住
さ
せ
な
い
と
し
た

う
え
で
、
す
で
に
住
ん
で
い
る
移
民
を

他
地
域
に
移
す
可
能
性
に
も
言
及
し
た
。

　

こ
う
し
た
政
治
エ
リ
ー
ト
の
発
言
や

ジ
ャ
ナ
オ
ゼ
ン
事
件
後
の
政
府
の
対
応

か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
国

策
と
し
て
呼
び
寄
せ
た
カ
ザ
フ
人
移
民

が
、
い
ま
や
社
会
不
安
の
一
因
と
み
な

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

祖
国
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
帰
還
し
た

の
に
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
を
得
る
こ
と
が

で
き
ず
、
見
捨
て
ら
れ
た
と
感
じ
て
い

る
移
民
は
少
な
く
な
い
。
現
状
に
対
す

る
彼
ら
の
不
満
が
、
西
部
で
発
生
し
た

よ
う
な
デ
モ
や
よ
り
暴
力
的
な
異
議
申

し
立
て
に
結
び
つ
く
こ
と
を
、
政
府
は

危
惧
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

カ
ザ
フ
人
移
民
の
生
活
は
全
体
と
し

て
厳
し
い
。
職
歴
、
学
歴
、
言
語
能

力
、
親
戚
や
知
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

有
無
、
移
住
時
期
な
ど
に
よ
っ
て
置
か

れ
て
い
る
状
況
は
異
な
る
し
、
な
か
に

は
社
会
的
地
位
を
築
く
こ
と
に
成
功
し

た
例
も
あ
る
。
し
か
し
大
多
数
の
移
民

は
安
定
し
た
職
に
就
い
て
い
な
い
と
み

ら
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
カ
ザ
フ
人

移
民
は
国
籍
を
取
得
し
た
時
点
で
法
的

に
は
「
帰
還
民
」
で
は
な
く
な
る
が
、

こ
う
し
た
人
々
の
就
業
に
関
す
る
デ
ー

タ
は
存
在
せ
ず
、
そ
の
実
態
は
不
明
で

あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
ク
ォ
ー
タ
制

に
基
づ
き
住
宅
取
得
の
た
め
の
公
的
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
恩

恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
移

民
全
体
の
六
割
弱
に
過
ぎ
な
い
。
な
お

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
は

住
宅
が
現
物
支
給
さ
れ
て
い
た
が
、
二

〇
〇
四
年
以
降
は
現
金
が
支
払
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
不

動
産
価
格
が
高
騰
し
た
た
め
、
支
給
金

に
よ
る
住
宅
購
入
は
都
市
部
は
も
と
よ

り
農
村
部
で
も
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
出
身
地
域
や
資
産
状
況
に
も
よ
る

が
、
た
と
え
ば
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
不

動
産
価
格
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
そ
れ
よ

り
も
低
く
、
持
ち
家
を
売
却
し
て
も
自

己
資
金
が
不
足
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ

の
た
め
、
長
期
に
わ
た
っ
て
劣
悪
な
居

住
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
移
民
も
い
る
。

　

二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
筆
者
は
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
南
部
の
都
市
、
シ
ュ
ム
ケ
ン

ト
郊
外
の
移
民
集
落
を
い
く
つ
か
訪
問

し
た
（
こ
の
地
域
に
住
む
移
民
の
ほ
と

ん
ど
が
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
出
身
で
あ

る
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
ア
サ
ル
地
区
だ
。
こ
の
地
区
は
移

民
自
ら
が
立
ち
上
げ
た
会
社
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
、
筆
者
が
訪
問
し
た

時
点
で
は
ま
だ
住
宅
建
設
中

で
、
一
七
〇
〇
世
帯
あ
ま
り
の

入
居
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
担

当
者
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
居
住

面
積
は
一
〇
〇
〜
二
三
〇
平
米

だ
と
い
う
（
写
真
①
）。
入
居
者

は
住
宅
ロ
ー
ン
を
組
む
こ
と
が

で
き
る
そ
う
だ
が
、
こ
う
し
た

ケ
ー
ス
は
例
外
的
だ
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的
な
の
が

ジ
ャ
ナ
タ
ラ
プ
村
で
あ
る
。
こ

の
村
は
か
つ
て
の
避
暑
地
で
、
シ
ュ
ム

ケ
ン
ト
の
住
民
が
休
日
を
過
ご
し
、
家

庭
菜
園
を
楽
し
む
た
め
の
別
荘

（d
ach

a

）
が
あ
っ
た
。
別
荘
と
い
っ

て
も
そ
の
多
く
は
簡
素
な
作
り
で
冬
場

の
居
住
に
は
適
さ
な
い
の
だ
が
、
地
元

住
民
が
手
放
し
た
そ
う
し
た
家
々
に
、

移
民
が
移
り
住
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
地
域
に
電
気
は
通
っ
て
い
る
が
、

水
道
は
な
く
井
戸
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
（
写
真
②
）。

●
祖
国
の
現
実

　

人
々
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
の
移
住
を

決
意
し
た
理
由
を
聞
く
と
、
ま
ず
返
っ

て
く
る
の
は
「
カ
ザ
フ
人
な
の
だ
か
ら

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
住
む
の
が
当
然
だ
」

「
祖
国
に
帰
る
の
が
夢
だ
っ
た
」
と
い

う
答
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
詳

①�シュムケント市郊外のアサル地区。カザフ人移民の
ための住宅建設が進んでいた（2007 年筆者撮影）

父祖の地を目指して ― カザフスタンに「帰還」する在外カザフ人 ―



30アジ研ワールド・トレンド No.216 （2013. 9）

し
く
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
彼
ら
が
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
に
や
っ
て
き
た
背
景
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
、
政
治
的
、

社
会
的
要
因
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

豊
富
な
資
源
を
武
器
に
急
速
な
発
展

を
成
し
遂
げ
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
一

人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
カ
ザ
フ
人
移
民
の

主
な
送
り
出
し
国
（
中
央
ア
ジ
ア
諸
国

や
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
）
に
差
を
つ
け
て

い
る
。「
帰
還
」
の
主
な
動
機
の
ひ
と

つ
に
生
活
水
準
の
向
上
が
あ
る
の
は
明

ら
か
だ
。
し
か
し
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し

を
求
め
て
移
住
し
た
の
に
思
い
描
い
て

い
た
よ
う
な
生
活
が
で
き
ず
、
失
望
す

る
人
々
が
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た

と
お
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に

移
住
す
る
こ
と
で
少
数
民
族
の
地
位
を

脱
し
、
社
会
的
上
昇
の
機
会
を
つ
か
も

う
と
い
う
狙
い
も
あ
る
。
同
化
の
圧
力

や
不
当
な
扱
い
な
ど
出
身
国
の
問
題
も

指
摘
さ
れ
る
が
、
た
と
え
差
別
を
受
け

て
い
な
く
て
も
子
供
の
将
来
を
案
じ
て

移
住
を
決
意
し
た
人
も
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
子
供
に
カ
ザ
フ
語
で
教
育
を
受

け
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

に
来
た
、
と
い
う
説
明
も
し
ば
し
ば
耳

に
し
た
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
「
帰
国
」
し
た
結

果
、
カ
ザ
フ
人
移
民
は
民
族
的
に
は
多

数
派
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
、
彼
ら
は
必
ず
し
も
祖

国
の
同
胞
に
一
体
化
し
て
お
ら
ず
、
移

民
と
現
地
住
民
と
の
あ
い
だ
に
は
亀
裂

が
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
旧
ソ
連
以
外

の
国
々
か
ら
や
っ
て
き
た
移
民
は
、
父

祖
の
地
で
異
民
族
の
言
語
で
あ
る
ロ
シ

ア
語
を
新
た
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
試
練
に
も
直
面
し
て
い
る
。

　

ソ
連
時
代
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
も
っ

と
も
ロ
シ
ア
化
が
進
ん
だ
共
和
国
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
人
が
多
い
都
市

部
や
北
部
・
東
部
を
中
心
に
、
カ
ザ
フ

人
自
身
の
間
で
も
カ
ザ
フ
語
を
あ
ま
り

話
さ
な
い
、
あ
る
い
は
カ
ザ
フ
語
よ
り

も
ロ
シ
ア
語
の
読
み
書
き
の
ほ
う
が
得

意
な
人
々
が
現
れ
た
。
独
立
か
ら
二
〇

年
以
上
が
た
っ
た
現
在
も
都
市
部
で
は

ロ
シ
ア
語
が
優
勢
で
あ
り
、
農
村
部
で

も
ロ
シ
ア
語
が
で
き
な
け
れ
ば
就
職
に

は
不
利
で
あ
る
。

　

父
祖
の
地
が
ロ
シ
ア
化
さ
れ
て
い
る

こ
と
へ
の
幻
滅
は
、
筆
者
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
移
民
の
口
か
ら
も
し
ば
し

ば
発
せ
ら
れ
た
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
出

身
の
女
性
Ｔ
さ
ん
一
家
は
、
一
九
九
二

年
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
移
住
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
当
時
（
二
〇
〇
七
年
）
は
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
北
部
の
パ
ヴ
ロ
ダ
ル
市
に
住

ん
で
い
た
。
Ｔ
さ
ん
は
ロ
シ
ア
へ
の
留

学
経
験
が
あ
り
、
モ
ン
ゴ
ル
で
ロ
シ
ア

語
教
師
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
ロ

シ
ア
語
会
話
に
不
自
由
は
な
い
。
し
か

し
そ
の
彼
女
に
し
て
も
、
パ
ヴ

ロ
ダ
ル
で
カ
ザ
フ
語
で
は
な
く

ロ
シ
ア
語
が
話
さ
れ
て
い
る
の

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
腹
立

た
し
く
感
じ
た
と
い
う
。
ち
な

み
に
、
Ｔ
さ
ん
の
子
供
た
ち
は

モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
育
ち
で
カ
ザ

フ
語
を
知
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ

が
、
成
人
し
た
い
ま
で
は
カ
ザ

フ
語
と
ロ
シ
ア
語
の
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
で
あ
る
（
写
真
③
）。

　

中
国
新
疆
の
ク
ル
ジ
ャ
（
伊

寧
市
）
出
身
の
青
年
Ｓ
さ
ん
に

会
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
八
年
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
南
東
部
の
サ
ル

カ
ン
市
を
訪
問
し
た
際
の
こ
と

だ
。
酒
も
タ
バ
コ
も
や
ら
な
い

ま
じ
め
な
青
年
で
、
中
国
で
は
教
師
と

し
て
カ
ザ
フ
語
と
カ
ザ
フ
文
学
を
教
え

て
い
た
。
二
〇
〇
五
年
に
移
住
し
て
き

た
が
、
カ
ザ
フ
語
で
教
え
る
学
校
で
も

ロ
シ
ア
語
が
で
き
な
け
れ
ば
採
用
で
き

な
い
、
と
い
わ
れ
て
し
ま
っ
た
（
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
の
公
立
学
校
の
教
授
言
語

は
、
少
数
民
族
の
言
語
で
教
え
る
若
干

の
例
外
を
除
き
、
カ
ザ
フ
語
か
ロ
シ
ア

語
で
あ
る
）。
夢
が
か
な
わ
ず
落
胆
し

た
が
、
生
計
を
立
て
る
た
め
寝
具
を
手

作
り
し
て
販
売
し
て
い
る
（
写
真

④
）。
将
来
は
カ
ザ
フ
語
話
者
が
多
い

南
部
に
引
っ
越
し
、
教
職
に
就
き
た
い

③�ウランバートル出身のカザフ人女性と娘さんたち（2007 年筆者撮影）

②�シュムケント市郊外のジャナタラプ村。井戸に水を汲
みに来た人たち（2007 年筆者撮影）
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と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

●
地
元
住
民
の
見
方

　

地
元
住
民
の
間
に
は
カ
ザ
フ
人
移
民

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
あ
る
。

は
る
ば
る
外
国
か
ら
や
っ
て
き
た
彼
ら

を
、
隣
人
あ
る
い
は
同
僚
と
し
て
温
か

く
迎
え
入
れ
る
人
も
数
多
く
存
在
す

る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
現
地
の
カ
ザ

フ
人
が
諸
外
国
か
ら
移
住
し
て
き
た
同

胞
に
対
し
て
持
つ
見
解
の
う
ち
、
批
判

的
な
も
の
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
地
元
民
と

移
民
の
文
化
的
差
異
で
あ
る
。
地
元
の

カ
ザ
フ
人
の
間
で
は
、
移
民
の
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
や
生
活
習
慣
は
自
分
た
ち
と
は

違
う
、
と
感
じ
る
人
も
少
な
く
な
い
。

外
国
出
身
者
が
異
な
る
文
化
的
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
む

し
ろ
当
然
の
こ
と
だ
。
た
だ
し
、
数
世

代
に
わ
た
っ
て
異
郷
で
暮
ら
し
た
在
外

同
胞
だ
け
で
な
く
、「
祖
国
」
の
カ
ザ

フ
人
自
身
が
異
文
化
の
影
響
を
強
く
受

け
て
言
語
的
・
文
化
的
変
化
を
遂
げ
た

こ
と
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
複
雑
さ
が

あ
る
。

　

ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
な
ど
、
カ
ザ
フ
人
移
民
の
主

な
送
り
出
し
国
で
は
、
カ
ザ
フ
人
が
集

住
し
、
民
族
的
特
徴
を
保
持
し
や
す
い

環
境
に
あ
っ
た
。
地
元
の
カ
ザ
フ
人
も

移
民
も
、
出
身
地
域
に
よ
っ
て
言
語
・

文
化
的
な
差
異
が
大
き
く
単
純
な
比
較

は
難
し
い
。
し
か
し
、
あ
え
て
お
お

ざ
っ
ぱ
な
議
論
を
す
る
な
ら
、
現
地
の

カ
ザ
フ
人
と
カ
ザ
フ
人
移
民
を
比
べ
る

と
、
し
ば
し
ば
後
者
の
ほ
う
が
民
族
の

言
語
や
伝
統
を
よ
く
保
持
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

祖
国
の
同
胞
と
接
し
た
移
民
た
ち

は
、
し
ば
し
ば
彼
ら
が
ロ
シ
ア
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
当
惑
し
、
自
分
た
ち
こ

そ
が
「
本
当
の
」
カ
ザ
フ
人
だ
と
自
認

し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
の
カ
ザ
フ
人
た
ち
は
、
ソ
連
時
代
、

民
族
の
言
葉
や
文
化
、
伝
統
が
軽
視
さ

れ
た
こ
と
に
は
不
満
を
抱
い
て
い
る

が
、
ロ
シ
ア
語
を
通
じ
て
近
代
的
な
文

明
世
界
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
自
負
も
も
っ
て
い
る
。
地
元
の
カ
ザ

フ
人
に
し
て
み
れ
ば
、
文
化
的
・
経
済

的
に
「
遅
れ
た
」
地
域
か
ら
や
っ
て
き

た
移
民
に
、
彼
ら
の
基
準
を
押
し
つ
け

ら
れ
る
の
は
受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
な

の
で
あ
る
（
た
と
え
ば
地
元
の
カ
ザ
フ

人
は
移
民
の
カ
ザ
フ
語
を
、
外
国
語
交

じ
り
で
あ
る
と
か
、
な
ま
っ
て
い
る
と

批
判
す
る
）。

　

な
お
旧
ソ
連
出
身
者
は
ソ
ビ
エ
ト
時

代
の
経
験
を
共
有
し
て
お
り
、
彼
ら
自

身
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ロ
シ
ア
語
を
話

す
た
め
、
地
元
住
民
と
の
文
化
的
差
異

は
比
較
的
少
な
い
。
言
語
、
文
化
、
メ

ン
タ
リ
テ
ィ
な
ど
の
違
い
に
起
因
す
る

対
立
は
、
旧
ソ
連
以
外
の
国
々
か
ら
来

た
移
民
と
の
間
に
お
い
て
よ
り
深
刻
で

あ
る
。

　

二
点
目
は
経
済
的
な
不
平
等
感
で
あ

る
。
現
地
住
民
の
間
で
は
、
住
宅
購
入

な
ど
で
国
家
の
援
助
を
受
け
ら
れ
る
移

民
は
自
分
た
ち
よ
り
も
恵
ま
れ
て
い

る
、
と
い
う
不
満
が
あ
る
。
な
か
に

は
、
国
籍
を
取
得
し
一
時
金
な
ど
を
受

け
取
っ
た
あ
と
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
定

住
せ
ず
も
と
の
国
に
戻
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
意
図
的
な
制
度

の
悪
用
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
一
部
に
過

ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
事

例
も
地
元
住
民
の
不
満
を
煽
る
原
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
移
民
よ
り
も
地
元
住
民
の
生

活
を
優
先
す
べ
き
だ
、
と
い
う
主
張
と

と
も
に
し
ば
し
ば
表
明
さ
れ
る
見
解
と

し
て
、
移
民
は
祖
国
が
苦
境
に
陥
っ
た

と
き
に
出
て
行
っ
た
の
に
、
豊
か
に

な
っ
て
か
ら
戻
っ
て
き
た
、
と
い
う
も

の
が
あ
る
。
か
つ
て
人
々
が
戦
火
や
混

乱
、
飢
饉
を
避
け
て
周
辺
地
域
に
逃
れ

た
の
は
生
き
残
る
た
め
で
あ
っ
て
、
よ

り
よ
い
暮
ら
し
を
求
め
て
で
は
な
い
。

し
か
し
「
祖
国
に
貢
献
し
て
い
な
い
の

に
援
助
だ
け
を
求
め
る
な
」
と
い
う
意

見
は
一
部
の
地
元
住
民
の
間
で
根
強
い
。

　

こ
の
よ
う
に
現
地
住
民
と
移
民
と
の

間
に
は
一
定
の
緊
張
関
係
が
あ
り
、
移

民
が
同
胞
と
し
て
無
条
件
に
歓
迎
さ
れ

④�中国・新疆出身のカザフ人青年（2008 年 Olga�Kusis
氏撮影）

⑤�中国・新疆から来たカザフ人移民の家にある寝具。美しい伝統的
装飾が施されている。カザフスタンの都市部でみかけることは少
ない（2008 年筆者撮影）

父祖の地を目指して ― カザフスタンに「帰還」する在外カザフ人 ―
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て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
カ
ザ

フ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
在

外
カ
ザ
フ
人
の
帰
還
に
疑
問
を
挟
む
と

「
反
民
族
的
」
で
あ
る
と
し
て
攻
撃
さ

れ
か
ね
な
い
た
め
、
公
の
場
で
は
反
対

意
見
を
述
べ
に
く
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

　

ソ
ビ
エ
ト
的
・
ロ
シ
ア
的
要
素
を
一

掃
し
、
カ
ザ
フ
人
の
言
語
と
文
化
を
復

興
さ
せ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
真
に
カ
ザ

フ
人
の
た
め
の
国
家
に
し
て
い
こ
う
と

考
え
る
人
々
―
こ
こ
で
は
カ
ザ
フ
民
族

主
義
者
と
呼
ぼ
う
―
は
、
カ
ザ
フ
人
の

父
祖
の
地
へ
の
帰
還
を
当
然
視
し
、
支

持
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
カ
ザ
フ
人
移

民
の
存
在
を
問
題
視
す
る
の
は
、
民
族

の
こ
と
ば
を
忘
れ
た
人
々
だ
け
だ
と
主

張
す
る
。「
本
当
の
」
カ
ザ
フ
人
な
ら

同
胞
の
移
住
に
反
対
す
る
は
ず
が
な
い

と
い
う
言
説
は
、
と
く
に
ロ
シ
ア
語
を

母
語
と
す
る
カ
ザ
フ
人
に
対
し
、
一
定

の
圧
力
と
し
て
働
い
て
い
る
。
彼
ら
は

す
で
に
「
半
カ
ザ
フ
人
」（sh

ala q
a-

zaq

）
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て

お
り
、
自
ら
も
そ
の
烙
印
を
内
面
化
し

て
い
る
か
ら
だ
。

　

こ
の
こ
と
を
強
く
感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
筆
者
が
二
〇
一
一
年
の
初

夏
、
ア
ル
マ
ト
ゥ
で
、
カ
ザ
フ
人
移
民

を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

た
と
き
の
こ
と
だ
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

招
か
れ
た
一
五
人
ほ
ど
の
人
々
は
筆
者

を
除
き
全
員
が
カ
ザ
フ
人
で
、
政
治
学

者
や
歴
史
学
者
、
文
化
人
な
ど
の
ほ

か
、
中
国
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
な
ど
か

ら
移
民
し
て
き
た
当
事
者
も
含
ま
れ
て

い
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
二
名
の
発
表
に
基

づ
い
て
議
論
す
る
形
で
進
め
ら
れ
た

が
、
ロ
シ
ア
語
で
発
表
し
た
二
番
目
の

若
手
研
究
者
の
発
言
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾

し
た
。
彼
は
「
ロ
シ
ア
語
が
で
き
な
い

旧
ソ
連
以
外
か
ら
の
移
民
は
、
言
語
だ

け
で
な
く
文
化
的
・
社
会
的
価
値
観
が

異
な
る
た
め
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
社
会
へ

の
適
応
が
容
易
で
は
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し

他
の
参
加
者
は
「
帰
還
民
も
我
々
も
同

じ
カ
ザ
フ
人
だ
。
移
民
と
地
元
の
カ
ザ

フ
人
を
分
断
す
る
な
」
と
か
、「
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
の
カ
ザ
フ
人
が
カ
ザ
フ
語
を

話
せ
ば
い
い
の
だ
」
と
激
し
く
批
判
し

た
の
で
あ
る
。
非
難
と
野
次
に
さ
ら
さ

れ
た
発
表
者
は
、
カ
ザ
フ
語
が
得
意
で

な
い
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
の
か
、
ほ
と

ん
ど
反
論
せ
ず
ひ
た
す
ら
じ
っ
と
耐
え

て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
カ
ザ
フ
人
以
外
の
人
々

は
政
府
の
移
民
政
策
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
大
半
は
カ

ザ
フ
人
の
「
帰
還
」
に
無
関
心
で
あ
る

か
、
口
を
つ
ぐ
ん
で
お
り
、
カ
ザ
フ
人

だ
け
を
招
き
入
れ
る
の
は
ほ
か
の
民
族

に
対
す
る
差
別
だ
、
と
い
う
批
判
の
声

は
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
。
独
立
後
、

カ
ザ
フ
人
を
中
心
と
し
た
国
づ
く
り
が

行
わ
れ
る
一
方
、
少
数
民
族
の
権
利
擁

護
を
掲
げ
た
運
動
は
抑
圧
や
懐
柔
に

よ
っ
て
実
質
的
に
消
滅
し
、
一
般
の
非

カ
ザ
フ
人
は
消
極
的
に
現
状
を
受
け
入

れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
ロ
シ
ア

人
や
ド
イ
ツ
人
な
ど
、
自
ら
の
「
祖

国
」
に
移
住
す
る
少
数
民
族
も
多
く
、

父
祖
の
地
へ
の
帰
還
を
当
然
視
す
る
風

潮
も
あ
る
。

●
カ
ザ
フ
人
社
会
の
新
た
な
亀
裂

　

ソ
連
崩
壊
を
受
け
て
独
立
し
た
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
に
お
い
て
、
基
幹
民
族
の
同

胞
た
る
在
外
カ
ザ
フ
人
は
、
ソ
ビ
エ
ト

の
支
配
か
ら
脱
し
た
新
生
国
家
に
ふ
さ

わ
し
い
市
民
に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ

た
。
し
か
し
実
際
に
は
彼
ら
の
現
地
社

会
へ
の
統
合
は
容
易
で
は
な
く
、
そ
の

「
帰
還
」
は
国
内
に
新
た
な
亀
裂
と
深

刻
な
社
会
問
題
を
生
ん
で
い
る
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
ソ
連
を
構
成
す
る

一
共
和
国
で
あ
っ
た
七
〇
年
間
の
間

に
、
都
市
住
民
を
中
心
に
カ
ザ
フ
人
の

な
か
に
も
ロ
シ
ア
語
を
第
一
言
語
と
す

る
人
々
が
現
れ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、

ロ
シ
ア
語
を
解
さ
な
い
カ
ザ
フ
人
移
民

は
文
化
的
に
異
な
る
人
々
で
あ
る
。
ま

た
、「
ロ
シ
ア
語
を
通
じ
た
文
明
世
界

へ
の
接
近
」
と
い
う
価
値
観
は
、
農
村

部
の
カ
ザ
フ
人
に
も
あ
る
程
度
共
有
さ

れ
て
お
り
、
旧
ソ
連
以
外
の
国
か
ら
の

移
民
の
目
に
は
そ
れ
が
「
ロ
シ
ア
化
」

と
映
る
。
そ
う
し
た
祖
国
の
同
胞
と
接

し
た
移
民
は
自
分
た
ち
こ
そ
が
「
本
当

の
」
カ
ザ
フ
人
だ
と
自
負
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
移
民
の
民
族
意
識

は
、
彼
ら
と
地
元
の
カ
ザ
フ
人
と
の
距

離
を
広
げ
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
カ
ザ
フ
人
ら
し
さ
」

を
め
ぐ
る
対
立
と
並
ん
で
、
現
地
住
民

の
間
で
カ
ザ
フ
人
移
民
へ
の
反
発
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
の
が
、
国
家
が
移
民
に

金
銭
的
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
へ
の
不

⑥�ウズベキスタン・ジザク州から来たカザフ人移民の家族。年配の男性
（右から 2番目）は同じ氏族に属するカザフ人のリーダー的存在で、同
族の移住希望者を支援している（2008 年筆者撮影）
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平
等
感
で
あ
る
。
と
く
に
貧
困
層
の
住

民
は
、
祖
国
の
た
め
に
尽
く
し
て
き
た

自
分
た
ち
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
最

近
や
っ
て
き
た
ば
か
り
の
移
民
が
優
遇

さ
れ
る
の
は
不
公
平
だ
と
感
じ
て
い
る

人
が
少
な
く
な
い
。
現
実
に
は
移
民
へ

の
公
的
サ
ポ
ー
ト
は
決
し
て
十
分
と
は

い
え
ず
、
少
な
か
ら
ぬ
人
々
が
苦
し
い

生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
が
、
拡
大
す

る
貧
富
の
格
差
を
背
景
に
、
地
元
住
民

の
生
活
を
優
先
す
べ
き
だ
と
い
う
見
方

は
今
後
ま
す
ま
す
強
ま
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
移
民
へ
の
反
発
や
移
民

政
策
へ
の
不
満
が
存
在
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
い
ま
ま

で
、
公
的
な
場
で
同
胞
呼
び
寄
せ
へ
の

異
議
申
し
立
て
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
在
外
カ
ザ
フ
人
の

招
聘
は
国
家
建
設
の
重
要
な
柱
の
ひ
と

つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
カ
ザ
フ
民

族
の
復
興
と
歴
史
的
正
義
の
達
成
と
い

う
大
義
名
分
の
下
、
正
当
化
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ザ
フ
民
族

主
義
者
が
唱
え
る
「
真
の
カ
ザ
フ
人
な

ら
同
胞
の
帰
国
に
賛
成
す
る
は
ず
だ
」

と
い
う
言
説
も
、
公
な
批
判
を
封
じ
込

め
る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
は
在
外
同
胞
の

「
帰
国
」
を
奨
励
し
て
き
た
も
の
の
、

最
近
は
自
ら
が
呼
び
寄
せ
た
移
民
の
処

遇
が
社
会
経
済
的
に
大
き
な
負
担
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
政
治
エ
リ
ー
ト
も
、
独

立
当
初
の
歓
迎
ム
ー
ド
一
色
か
ら
、
移

民
の
過
度
な
期
待
を
戒
め
、
む
し
ろ
祖

国
へ
の
貢
献
を
促
す
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
（
参
考
文
献
④
）。

　

し
か
し
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
同
胞
呼

び
寄
せ
政
策
そ
の
も
の
を
完
全
に
放
棄

す
る
こ
と
は
お
そ
ら
く
難
し
い
。
こ
れ

以
上
同
胞
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
宣

言
す
れ
ば
、
カ
ザ
フ
民
族
主
義
者
や
移

民
か
ら
、
民
族
へ
の
裏
切
り
だ
と
非
難

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
す
で
に

移
住
し
た
人
々
に
対
し
て
も
最
低
限
の

生
活
を
保
障
で
き
ず
、
彼
ら
の
社
会
的

統
合
も
進
ま
な
い
ま
ま
新
た
に
移
民
を

受
け
入
れ
れ
ば
、
社
会
不
安
は
増
す
ば

か
り
だ
。
脱
植
民
地
化
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
始
め
ら
れ
た
在
外
カ
ザ
フ
人
の
呼

び
寄
せ
は
、
そ
の
民
族
的
根
拠
ゆ
え

に
、
政
府
に
困
難
な
課
題
を
投
げ
か
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
お
か　

な
つ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴
本
稿
で
述
べ
る
「
カ
ザ
フ
人
」
と
は

民
族
集
団
を
指
し
て
お
り
、
国
籍
と

は
無
関
係
で
あ
る
。
言
語
的
に
は

テ
ュ
ル
ク
系
諸
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る

カ
ザ
フ
語
を
話
し
、
伝
統
的
生
業
は

羊
と
馬
の
飼
育
を
中
心
と
す
る
遊
牧

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
本
稿
で
触
れ
て

い
る
と
お
り
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど

旧
ソ
連
諸
国
で
は
ソ
連
時
代
に
ロ
シ

ア
語
の
普
及
が
進
ん
だ
た
め
、
ロ
シ

ア
語
を
第
一
言
語
と
す
る
カ
ザ
フ
人

も
存
在
す
る
。

⑵ 

ロ
シ
ア
帝
国
の
臣
民
も
含
ま
れ
う
る

が
、
一
義
的
に
は
ソ
連
国
籍
を
持

ち
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
（
正
式
名
称
は

「
カ
ザ
フ
・
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共

和
国
」）
に
住
ん
で
い
た
人
を
指
す

と
み
ら
れ
る
。

⑶ 

一
九
九
三
年
憲
法
は
、
こ
れ
ら
の

人
々
は
外
国
籍
を
保
持
し
た
ま
ま
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
国
籍
を
取
得
で
き
る
と

定
め
て
い
た
が
、
現
行
の
一
九
九
五

年
憲
法
は
二
重
国
籍
を
禁
じ
た
（
第

一
〇
条
三
項
）。

⑷ 

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
定
住
せ
ず
以
前
住

ん
で
い
た
国
に
逆
戻
り
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
人
の
動
き

は
表
の
デ
ー
タ
に
は
反
映
さ
れ
て
い

な
い
と
み
ら
れ
る
。
他
方
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
の
人
権
擁
護
団
体
に
よ
れ

ば
、
移
住
後
も
「
帰
還
民
」
の
登
録

を
せ
ず
、
不
法
移
民
と
し
て
滞
在
す

る
カ
ザ
フ
人
も
い
る
。

《
参
考
文
献
》

① 

岡
奈
津
子
［
二
〇
一
〇
］「
同
胞
の

『
帰
還
』
―
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け

る
在
外
カ
ザ
フ
人
呼
び
寄
せ
政
策
」

『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
五
一
巻
六
号
、

二
―
二
三
ぺ
ー
ジ
。
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父祖の地を目指して ― カザフスタンに「帰還」する在外カザフ人 ―




